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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第33期

前第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期
当第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 2,746,182 2,673,263 11,256,268

経常利益又は経常損失（△） (千円) △10,551 39,987 146,297

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) △53,165 15,938 111,355

純資産額 (千円) 3,280,689 3,239,326 3,307,360

総資産額 (千円) 9,922,774 9,943,634 9,981,259

１株当たり純資産額 (円) 294.71 291.26 297.37

１株当たり四半期（当期）純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

(円) △4.78 1.43 10.01

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ― ─

自己資本比率 (％) 33.06 32.58 33.14

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △138,581 △24,252 233,779

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △52,943 △9,373 34,091

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 58,941 △67,449 △143,570

現金及び現金同等物の四半期末(期末)
残高

(千円) 740,570 896,377 997,453

従業員数 (名) 868 882 892

(注)１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載してお

りません。

　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第33期第１四半期連結累計（会計）期間、第34期第１四半期連結累計（会計）期間および第33期の潜在株式調

整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第33期第１四半期連結累計（会計）期間の四半期純損失の計上は、食材価格の高騰により、当社仕入価格が影

響を受けたことによるものであります。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

 2/20



２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、その他の関係会社については、３「関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

　

３ 【関係会社の状況】

株式会社バローは、同社グループ出身者が当社代表取締役社長に就任しておりましたが、平成21年５月22

日に代表取締役社長を辞任したことにより、当社の事業方針等の決定に与える影響がなくなったため、当第

１四半期連結会計期間よりその他の関係会社に該当しなくなりました。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 882(105)

(注) １．従業員数は就業人員であります。

　　２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間換算）であり

ます。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 870(104)

(注) １．従業員数は就業人員であります。

　　２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間換算）でありま

す。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

 3/20



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当社グループは生産活動を行っておりませんので、生産実績に代えて、仕入実績を記載しております。

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を商品別に示すと、以下のとおりであります。
　

商品別 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

メニュー商品 1,157,842 92.2

特売商品 34,248 79.6

合計 1,192,090 91.8

(注) １　金額は、仕入価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を商品別に示すと、次のとおりであります。
　

商品別 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

メニュー商品

レギュラーメニュー 2,481,097 98.6

ヘルシーメニュー 128,593 91.3

小計 2,609,690 98.2

特売商品 59,121 79.4

業務用商品 4,451 29.8

合計 2,673,263 97.3

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

　当社グループでは、お客様の視点に立ち、戸別宅配を通じ、「魅力的」かつ「安全で安心」な食材をお

届けするとともに、お客様お一人、お一人のニーズを反映したきめ細やかなサービスを提供することを

経営の基本とし、様々な販売促進活動に励んでまいりました。

　昨今の先行きの見えない国内の景気動向は、当社グループが属する「食」の分野にも及んでおり、売上

や損益に与える影響は少なくありません。しかし、このような状況下で、当社グループは販売体制の見直

しや仕入価格の引き下げ、生産性の向上等各種施策実施の効果もあり、売上総利益率は43.1％と前年同

四半期に比べ2.4ポイント改善されました。

　また、販売費及び一般管理費については、費用対効果などを考慮した運営を心掛けました。その結果、前

年同四半期に比べ18百万円減少しております。 

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は26億73百万円（前年同四半期比97.3％）

となりました。また、原価率改善効果を反映して経常利益は39百万円（前年同四半期は10百万円の経常

損失）、四半期純利益は15百万円（前年同四半期は53百万円の四半期純損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　資産の部では、前連結会計年度末に比べ前払費用が72百万円増加しましたが、現金及び預金が１億円減

少したこと等があり、資産合計は前連結会計年度末に比べ37百万円減少の99億43百万円となっておりま

す。 

　負債の部では、前連結会計年度末に比べ長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む。）および短

期借入金が合計で50百万円、預り金が30百万円それぞれ増加しましたが、賞与引当金が75百万円減少し

たこと等により、負債合計は前連結会計年度末に比べ30百万円増加の67億４百万円となっております。 

　純資産の部では、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が73百万円減少したこと等により、純資産合計は

前連結会計年度末に比べ68百万円減少の32億39百万円となっております。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末比

１億１百万円減少（前年同四半期は１億32百万円の減少）し、８億96百万円になっております。

　各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において営業活動の結果減少した資金は24百万円（前年同四半期は１億38

百万円の減少）となっております。これは、主に前払費用の増加額72百万円、賞与引当金の減少額75百万

円、仕入債務の減少額47百万円などにより資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は９百万円（前年同四半期は52百万

円を使用）になっております。これは、主に有形固定資産の取得による支出７百万円などにより、資金が

減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において財務活動の結果減少した資金は67百万円（前年同四半期は58百万

円の増加）になっております。これは、主に短期および長期借入による収入２億31百万円があったもの

の、長期借入金の返済および社債の償還による支出２億14百万円、配当金の支払75百万円があったこと

などによるものであります。

　

　(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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　(5) 研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、９百万円であります。

　

　(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　今日、食の安全性や低価格等に対する消費者の意識の高まりが、消費行動を大きく左右し、経営成績に

重要な影響を与える要因となっております。

  当社は、これらの要因に対してお客様の関心が高い、食育・献立に関する問題や経済性に関する問題

等を満たした新たなメニューを作成することが必要であると考えております。これにより、当社の基本

姿勢を広く知っていただくと共にそれに見合った付加価値の高い食材、サービスの提供に努めてまいり

ます。

　このことが、受注件数の更なる増加に繋がるものと考えております。

 

　(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの資金状況については、「(3) キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

　

　(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、資産の流動化を行うことにより、収益力の向上と財務体質の強化を図る方針であり、

そのために保有する資産のうち、遊休となっている資産の処分等見直しを行ってまいります。

　また、中長期的な経営戦略としての宅配事業における売上高を安定的に伸長させるため、既存エリアで

の販売力の強化および周辺新規エリアへの販路拡大を行っていく必要性を認識しております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新

設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,856,66911,856,669

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 11,856,66911,856,669― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月30日（注） ― 11,856,669 ─ 1,148,010△1,000,000611,806

(注)　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振り替えたものであります。

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ことから、記載することができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載

しております。

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式    734,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,586,000 10,586 ─

単元未満株式 普通株式    536,669 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数          11,856,669 ― ―

総株主の議決権 ― 10,586 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ショクブン

名古屋市守山区向台
三丁目1807番地

734,000 ─ 734,000 6.19

計 ― 734,000 ─ 734,000 6.19

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 630 617 629

最低(円) 575 590 595

(注)　東京証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財

務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当

第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸

表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期

レビューを受け、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１

四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,287,536 1,388,359

受取手形及び売掛金 42,816 46,611

原材料及び貯蔵品 123,659 121,458

繰延税金資産 72,150 84,877

その他 111,901 33,193

貸倒引当金 △14,427 △14,427

流動資産合計 1,623,637 1,660,072

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 1,644,836

※１
 1,672,377

土地 5,676,443 5,676,443

その他（純額） ※１
 208,850

※１
 185,644

有形固定資産合計 7,530,130 7,534,465

無形固定資産

のれん 6,870 7,302

その他 55,766 56,809

無形固定資産合計 62,637 64,112

投資その他の資産

投資有価証券 285,250 273,294

繰延税金資産 51,006 54,530

その他 408,192 412,004

貸倒引当金 △17,220 △17,220

投資その他の資産合計 727,228 722,608

固定資産合計 8,319,996 8,321,186

資産合計 9,943,634 9,981,259

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 399,379 447,188

短期借入金 1,870,000 1,689,000

未払法人税等 17,975 43,512

賞与引当金 75,000 150,500

その他 1,676,895 1,566,860

流動負債合計 4,039,250 3,897,061

固定負債

社債 318,000 328,000

長期借入金 2,250,338 2,370,212

その他 96,719 78,625

固定負債合計 2,665,057 2,776,837

負債合計 6,704,308 6,673,898
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,148,010 1,148,010

資本剰余金 1,616,944 1,616,938

利益剰余金 955,879 1,028,917

自己株式 △445,758 △445,411

株主資本合計 3,275,075 3,348,455

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △35,748 △41,094

評価・換算差額等合計 △35,748 △41,094

純資産合計 3,239,326 3,307,360

負債純資産合計 9,943,634 9,981,259
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(2)【四半期連結損益計算書】
   【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年６月30日)

売上高 2,746,182 2,673,263

売上原価 1,629,358 1,521,194

売上総利益 1,116,823 1,152,068

販売費及び一般管理費 ※１
 1,114,383

※１
 1,096,063

営業利益 2,439 56,005

営業外収益

受取利息 748 709

受取配当金 1,801 1,420

受取保険金 838 24

受取地代家賃 2,268 1,058

受取手数料 2,213 2,189

その他 483 347

営業外収益合計 8,353 5,749

営業外費用

支払利息 20,402 20,959

その他 941 808

営業外費用合計 21,344 21,767

経常利益又は経常損失（△） △10,551 39,987

特別損失

固定資産除却損 2,328 372

特別損失合計 2,328 372

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△12,879 39,615

法人税、住民税及び事業税 7,255 11,036

法人税等調整額 33,030 12,639

法人税等合計 40,285 23,676

四半期純利益又は四半期純損失（△） △53,165 15,938

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

13/20



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△12,879 39,615

減価償却費 44,073 45,942

長期前払費用償却額 197 197

賞与引当金の増減額（△は減少） △67,020 △75,500

前払年金費用の増減額（△は増加） △5,432 2,175

受取利息及び受取配当金 △2,549 △2,129

支払利息 20,402 20,959

有形固定資産除却損 1,841 372

売上債権の増減額（△は増加） △2,541 3,794

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,640 △2,201

その他の流動資産の増減額（△は増加） △82,877 △77,903

仕入債務の増減額（△は減少） △45,246 △47,808

前受金の増減額（△は減少） 7,978 13,870

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,351 18,145

その他の流動負債の増減額（△は減少） 60,489 83,400

小計 △78,571 22,929

利息及び配当金の受取額 1,832 1,425

利息の支払額 △14,984 △17,592

法人税等の支払額 △46,857 △31,015

営業活動によるキャッシュ・フロー △138,581 △24,252

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △56,775 △7,151

無形固定資産の取得による支出 － △624

投資有価証券の取得による支出 △2,998 △2,998

投資有価証券の償還による収入 4,900 －

その他 1,930 1,400

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,943 △9,373

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 293,000 181,000

長期借入れによる収入 50,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △162,802 △180,544

社債の償還による支出 △46,000 △34,000

自己株式の増減額（△は増加） △1,054 △341

リース債務の返済による支出 － △7,913

配当金の支払額 △74,202 △75,650

財務活動によるキャッシュ・フロー 58,941 △67,449

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132,583 △101,075

現金及び現金同等物の期首残高 873,153 997,453

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 740,570

※
 896,377
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,363,596千円

であります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,321,939千円

であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

販売促進費 111,859千円

給料手当 530,065千円

福利厚生費 86,160千円

賞与引当金繰入額 50,280千円

退職給付費用 8,392千円

燃料水道光熱費 45,058千円

減価償却費 25,205千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

販売促進費 98,827千円

給料手当 520,225千円

福利厚生費 91,150千円

賞与引当金繰入額 57,200千円

退職給付費用 15,054千円

燃料水道光熱費 36,054千円

減価償却費 30,603千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金 1,224,364千円

　　　計 1,224,364千円

預入期間が３か月超の定期預金 △483,794千円

現金及び現金同等物 740,570千円
　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金 1,287,536千円

　　　計 1,287,536千円

預入期間が３か月超の定期預金 △391,158千円

現金及び現金同等物 896,377千円

　

(株主資本等関係)

　
当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

 普通株式(株) 11,856,669

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

 普通株式(株) 735,133

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項
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　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 88,976 8 平成21年３月31日 平成21年６月29日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の第１四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。
　

(セグメント情報)

　

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　同一セグメントに属する「食品事業」を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項

はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

　

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

291.26円 297.37円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,239,326 3,307,360

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会計年
度末）の純資産額(千円)

3,239,326 3,307,360

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連結
会計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数(株)

11,121,536 11,122,118

　

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
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前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △4.78円１株当たり四半期純利益 1.43円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
　至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益

　四半期純利益又は
△53,165 15,938

　四半期純損失（△）　(千円)

　普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

　普通株式に係る四半期純利益又は
△53,165 15,938

　普通株式に係る四半期純損失（△）　(千円)

　普通株式の期中平均株式数(株) 11,132,669 11,121,781

　

(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。

　

２【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成20年８月７日

　

株式会社ショクブン

　取　締　役　会　御　中　

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　水　　野　　信　　勝　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　石　　倉　　平　　五　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショクブンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成20

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成21年７月28日

　

株式会社ショクブン

　取　締　役　会　御　中　

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　渋　　谷　　英　　司　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　石　　倉　　平　　五　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショクブンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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